
（別紙３）

～ 令和6年12月27日

（対象者数） 3 （回答者数） 1

～ 令和6年12月27日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

集団療育の強みを生かし、さらに療育活動の内容を検討して

いくことで、利用児や保護者のニーズを積極的に取り入れて

いけるようにする。

2
さらに快適で安全な環境を提供できるよう、事業所内の細か

な部分について常に検討、改善を実施していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
専門職の雇用を検討していく。また、個別療育に必要な教材

を揃えたり、個別療育に向けての職員研修を実施していく。

2
今後、年長児以下の受け入れも可能にしていくための検討を

していく。

3

○事業所名 れもんキッズ石井

○保護者評価実施期間
令和6年11月18日

○保護者評価有効回答数

令和6年11月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別療育が十分にできていない。
STやOTなどの専門職がいないため、保護者のニーズに合った

個別療育の提供が難しい。

現在は、年長児のみの受け入れしか実施できていない。
今までは、事業所として児童発達支援の年齢を制限していたた

め、年長以下の受け入れができていなかった。

放課後等デイの利用児と一緒に集団での療育活動を実施し、ス

ムーズな移行ができている。

現在、年長児のみの受け入れをしているため、放課後等デイへ

の移行を視野に入れた療育活動の提供を実施できている。ま

た、保護者への療育内容の提供も積極的にしている。

事業所が広くなり、良い環境を提供できている。

事業所内での利用児の動きに合わせた部屋の提供を実施し、少

しでも快適に過ごせるよう、常に職員間で話し合いをするよう

にしている。

事業所における自己評価総括表公表


